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Norimasa TADA aml Tomoji MURAKATA 1951 Cooli.ng Curvc of thc Dcad Body 

-(Rabbit). LoωTempm・αtU1'eScience， 'i. (¥Vith English resume p. 126) 

死樫(兎)の冷却曲線*

多国典正 村形友治

Cf民iJi;l科卒研究所霧器部門〉
01s事12451'0月受理)

1.緒言

物関の冷却様式に闘して Ncwton(1701)は近似法J!リとして三えのような冷却法期を興えた.

rwち，物館の冷却速度はその時の物館と外見とのiEL度差lと比例すると.
今陶i躍と灯、界とのi温度差を 0，時1l'rJを 1とすると上詑の法則はさたのようになる.

dO 内

-aX一一ω

ととに k>OでIIっとの比例怯数は物般のこ=RfuI(乙)'t~f;質，上k主~b 熱1~よ導率によって決 ~'[ËÎî肢で，

J令去rJ~主E引涯教とも呼ばれる号.上式をも日分して杭分?ir故を 00 とすると，上式は次のようになる.

θ=θce訟も
義者

6は自然封披の底である.QIlち最初の物関と外界とのi温度差を θ。とすると，温度差は時1mの

経過につれ指数Il!J*J;~ をなして. t(Hlち物憾の温!支は指数函数的IC.減少して行く.

との Ncwtou の法WJは 1持~1H設が忠誠，\-l\亡於て釘流と 1百九Hとより熱量をたう時の冷却様式を示す
1) 

近1W、法別であり， しかも物踏と外見との温度設小さく数度内外の時11:成立するとなし，また

Dulollt u. P巴titによれば 45"，5000t、J.j-.の i~U主主の時にはi12王子成立せ歩とするも， P. ，JCllSCU 

(1913) は ~LËの筋肉組織の冷却資験lこ於いてその宮験方法よろしきをf与れば，話u主主 60~800C

のi耐と於いても，との法J[ijはtilllめて満足なる安-t:;性tt:.9j~ えるととを報告している. また魚肉，

L[ユ内せ:食品の冷凍武股IC於いてもその冷却様式は上m:法WJにしたがう :!1f. 1~lが一般に夕、J1られてい

る.

常研究'll官!っi乙於ける主要研究題目l土生純の(QZ死現象であるが，その凍死過:rA!cJkける生鰭の

J合Jll椛式と比較考究する目的で，政平館内よりはiE[郊の~t生なしと考えてよい死亡直後の兎憾

(とのi恥心臓出動は停止して沿りllILIl立は諸器??に到して温熱の運j役者としてまた般奈の供給者

としての役目を扶fil，なしていないと考えてよい〉を川い9 それが外界とのiEL巨主主I;.Q9iil1:日;する迄

の冷却様式を北に出ぺるよろに生時の凍死丘町長と全く同じ佐干1'，全く同じ官j的方法で拾べてみ
~)l) 

た.

* :11.:1俗近大根{氏1昆科弘がF究見fJ"然続 節 127RI，~.放 rj'村弘幸士授指導
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11. 蜜験方法

2-3kg 程度の健常家%を固定安土IC背位問先ずる.胸告をi琵導lてより心世間を電磁オッシロ

グラフiじ出おする. とうした後， z空さ気約 5c∞cを耳!印
でJ栓全窪死ずる.兇亡はオツシログラフ iに乙於いて lは土心j出\~事lFl勤の先完Eヨ杢モ?治詰欠するをもつて椛める. とう

4) 

して死亡確認後生骨豊富j般に於けると杢〈同誌の方法で Cu-ConstuutUl1組合わせによる熱電封

をH盤皮質(ほぽ 2ruru深さ)及び腹腔内に刺入ずる.また全長 33Cll¥の「アルコ -lvJ喪服

~I・を約 8cm i出:う内 l亡挿入する・但し，腹腔湿月jfぉ;自主\fは腹壁より 11M日空 'ft!こ熱'苫野俳.j~;，I.I~ より

6cru迄担浸して後その熔接結閣の位涯を一定せや故意lこ第 1去に見るように，その時により肝

臓と冒とのH¥H亡，或は腸蹄係 (Schlil1ge)内に，或は腹膜l1I下にといろいろその位世主設えて

測定を行ってみた.な去との熔;克明i聞の位置は賢l政能了後剖拾により克IC踏めである.

上の如く腹腔il誌は程々の位置l亡於いてuJ.iJ定を行った哩はいま，生官設の凍死官!肢に於て可及的そ

の刺入熱電釘到の位T11を一定たらしむるよう意をJlJいても，'!fla長r.[lの兎のあばれその他種々の

迎lllJのため熱常盤J接合I)l.!'iはかなりの純悶IC移動して一定していないととが剖1舎により分ってい

たからで②る.

との熱電:i:H弔入守;の小手術操作のために死亡確認後凡そ 10分を要した.との|出iこ於ける兎睦

の耀i1M.は背位同定時忠勝温は平均 3G.50C，3'1::亡確認時330C程度で，更に死亡後熱電封刺入等

の操作を行つでも低温室誘導ui前迄の時現降下は 0.20Cで0.50C程度で極めて小であった.

とうして死時を背骨:回定の依閤定志とともに低温室 (--400C，無風)rj11と諦導，資験車 1-.1乙

放置し，そのi濃度降下を時間的 (10分ごと)Iこ測定記録した.低温室協は可及的 -400CIと一

定ならしむるようその鑓jl?lJ~母国を lOC 以内にするよう調節した，

官験第 1群は麟， )度i泣HJ電流計の感度を向-1こして測定を行った.それで冷却;主主主の早い脳i監

は測定開始後，表及びグラフIC示すように 2時間くらい?未だ結氷話li迄温度降下しない中lζ

Scale の読みは S::ale 外 lこ港町 (s~alc 0\1りした.資験!~ 2 群!土日高温m"~立流}-j-感受を hlií~ií:落して

{f，u氷ザ1附近のわ世!支縫化をも迫求記録してみた.

な:to-Scalc の読みは官験前後lこ於いて掠準水銀寒暖:n・により絞五!lh1リiH との況検i，~l1的知事Jr刊

では也市.it)を得，それより宣活{に換算してある. したがって水銀温度である. 1f(腸協は前に地

べたように金氏 30cmの「アルコ{ル」寒暖計をil工f"内lこ8cm押入測定したものである.

111.費験成績

~n 表，第 2 表及び、U~ 1 n'，Il， 2高2屈に示した.

「ア)vコ-lL.Jと水俣そのものの物王照的性質の相泣よりして，前書院計の示良二はi司一物路D

i温度i!ll)xlこ常つ℃もかなりのヰ[1;"主を示し， との百験ilFiL皮純[主Ir̂ ]に於ては「アルコ-Jl.J裳n;QJIー

の示j庄がいつも低い他を示す.また「アルコ-)L.J議院計の関内押入部分lζ比しfkiタトの時IH脅11
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第 1ii笑 :t'l:験第 1'/ff 〈低温室i，~i -4000) 

一一一 Nu.12-:-31部内，平工需雨18
0じア同万τEk

g，I当， o"老滋 15plE阪Eく。CT〉M池iliEgit，E 布c告o，CJsII，E主I主1Ji手S立(00竺Jta EL 
昨年Ii可 }反 O}l:i，.li藍く n也IHl時 i~ i政 ;111 i立 0)法 l1 18i C〉滋 I 
(iナ)~ "~ (~0 1 (00) I (00) I (00) 1 (00) 1 (00) I coo) l' (00) I . (00) 

o 34.91 31.1
1 

Z404 

i 

2370..4 
8 32.8‘ 

31.0 27β 31.7i 25.7 34 31.0 

20 33.5! 30.9 自到

叫

到

30.4
1 
22.8 33.2 30.1 

30 32.3; 30.0 20. 2ヲベ 20.1 32.2 29.1 

40 29.0 17.6 31.3 28.3 

50 30. 28.1 26.5 15.4 30.4 27.1 

60 29. 27.0 11.6 25.2 13.0 29.6 25.9 

70 28.01 26.0 24.0 10.8 28.3， 24.8 

80 27，0i 24.9 7.0 27.4 23.4 

90 26.0 24.0 5.0 21.0 6.6 26.1' 

24.8! 100 22.7 2.8 19.8 5.1 
22543 

「4 
11 

21.6 

110 20.4 3.7 20.2 

120 20.3 19.6 2.4 22 

130 19.2 18.8 21 18.0 

140 18.0 17.9 

7 

1 
16.8 

150 17.0 17.0 20 16.0 

160 15.9 16.0 19 15.0 

170 14.8 15.2 18 13.91 

180 13.9 14.5 17 12.8 

190 13.0 13.6 16.0 11.8 

200 14.9; 11.6 7.9， 15.1 10.8 

210 11.2: 12. 731 14.2 

220 11. 5.9， 13.1 

230 10. ラ.0， 12.2 

240 11.6 10. 4.0i 11.4 

分が(との寅験に於いて{念館内 8Clll，踏外 2:2cm)かなり大きしとの部分に封ずる外誠治[

(-400C)の冷却作JIJの影響によりl!I腸i援は昆自立より低いが[を方としているはやである. とれら

ニつの測定li{[の校設に到するrriliEl土何れも担論的に可能で・あるが，今の場命その必要がないの
で
2
宣馬台によるiWJ'itfn'(ーをその品tあげるとと lこした.)

IV.考察

今，前表及び間lこより腹眼視，也腸?臨及び1J~\imlの冷却 r!tl紋を比較する時は，明らかに腹n空協

が故も両院を， Hg¥ifiilがもっとも11去し ι腸yifiLがそのl[lm]をそれぞれ経過する. もっとも也跨i症

が前記iこJ/''-‘てよ!sべたように「アJL.コ{ルJ~長時計そのものの物:El!l.的 It't'tと露出部分に到する

冷守ト気協の協梓をs}うーえればi立のui!路地のi'Ir};¥Jll¥jij，)i:!む との「グラフJ1¥11こ於けるいj丘よりもっ

と向i立を， @Jちj度Il空i宜のそれを凌駕することはないにしても，それと大設なく経過するものな
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ぐ低j段笠i1fJ._400C) 

28.01 

24.0 

一一一J主主主2.7k~亙豆霊空主ア長官ず2J寄っi-l， o， ~長浪 170CJ おふ'6-2.6kg， 1卒j ， o，袋詰，;[120σ 
時PUI肢政Ij立_isll n箆 1縫い践 視[泣 ili I n~l i1fJ. 11阪 j泣|紅 ilfJ. IIJ~-l--耳
立 I(OC) I (OC) I (0Cじよ旦」ょC) I (OC) I く~-(OC) I (OC) 

o 1 33.21 32.α26.11 

lO 1 31.31 29.91 23.81 

20 1 29.31 28.8i 20.81 

30 1 27.71 27.71 17.71 

30.8 

28.0 

34.0 

32.5 

28.9 

25.3 

22.8 

3受験終 2'1fT; 

32.1 

29.5 

34.9 

34.0 

第 2表

20.9 27.0 30.9 28.4 33.2 

18.2 26.3 29.5 18.8 27.5 31.7 

15.5 25.2 

24.0 

28.2 15.6 26.1 30.5 15.0 26.7 

25.0 

26.6 LiO 

12.8 26.9 13.4 25.0 29.4 12.8 25.3 50 

60 1
 

• 1
 
1
 

22.8 25.8 11.0 

9.0 

23.9 28.3 

27.8 

26.8 

8.61 

6.6 

23.2 23.6 

8.91 22.0 24.6 22.8 22.0 

20.9 

22.4 70 

80 7.4 21.0 23.8 

22.61 

2151 

20.61 

7.1 

5.1 

21.5 

20.4 

4.5 21.7 

20.7 5.E 19.8 25.7 3.2 19.8 90 

4.0 

2.8 

18.3 3.31 

2.0 

0.9 

24.5 1.5 

0.8 

18.3 19.8 lOO 

17.0 23.6 17.3 18.8 110 

1.7 16.1 19.6 22.6 0.0 16.0 18.0 120 

0.7 15.0 18.6 0.0 15.0 21.5 -0.4 

-0.8 

15.01 17.2 130 

0.1 13.9 11.7 -0.7 13.8 20.2 14.0 16.4 140 

一0.212.8 16.6 -1.2 12.4 19.4 

18.3 

-1.2 12.9 15目6150 

-0.4 11.8 15.6 -1.6 11.2 

lO.3 

9.3 

-1.4 12.0 14.7 

13.8 

160 

-0.71 10.8 

9.7 

14.9 -2.1 

-2.4 

17.6 -1.7 10.9 170 

-0.7i 14.0 16.6 勺

t

勺

i
n
u

-
-
1
A

勺

ι

一
一
一

10.0 13.1 180 

-2.5 8.2 15.6 9.0 12.4 190 

200 -2.5 

-2.6 

7.1 14.7 7.9 11.4 

6.3 140 -2.1 7.1 10.7 

9.8 

2lO 

-2.8 

-2.8 

.5.2 13.1 -2.4 6.0 220 

230 η
J
b
Rノ

λ
吋

s

q

J

12.4 -2.9 5.0 9.0 

-2.9 11.4 つゐ内コ.1.0 8.4 240 

あろうととがJ与えられる令1;!lの hlfl主から~'tえればHEi温のそれがもっとも早< ，山路i誌がとれ

とれら三者は三慌のそれぞれの冷却法史をもっ!l::;7(ぎ)J!ri~lの冷却j!li lltがもっとも辺い. QllfJ， 

て氷結1111迄im度降下する. lHl税の形より言えば肢i盟，也ilZ はすf: ど lli紘!日:に，脳ì~U土 b る 1 1l1~Jí~ を

:Jr'lî いて出比三降下しあli氷緊Iljlこ近づく・紡氷~jlljは iT脱出 2 ~j.'~の脳協の冷却 /1 !I ffJJt Ci~ 2悶)(こ於ける

水平部分IC和'l::;し iXiLL去にして ω1.000"，-，-3.000の!iilにある. との部分で腿組織では結氷と

向fI与に組織1ftより放lH遊離せられる前郊と外界よりする喪主品とが丁度釣合うため協定は降下せ

しかし組織がその有する市;誌ををi山主離し柊ると再びi限度{士降十，ために fllJ~;jj~は水平にうむる.

またとのjj{lj!心{従f!!:1こよれば出liiJj担組織の冷それは外J'よとのilfilJ1C'r'OliIと泌する j~手続く.TlMiめ，

1;ppこ際しょく見られる逝冷却の現象が認められない.

物鰐のj説l交はタトJ\!.と温度J内~)i ，こ H:ずる迄指数/1 1J *Jí~ をたして降

今，上の「グラフ」より腹， '[U， I拡ii~Uこ於てふ1i71(~!}Î迄の ì{r 1;[Jllt時jjiの][予を二i1えると， )度，

Ncw初 11 の冷却l法J[!J!とよれば，

下ずる.
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一ーム一一_....1一一一」← 1 『 I -4 
30 60 ~O 120 150 180 t. ml九 240 30 60 10 120 150 130 t.m，，，，.24<) 

むi且は勾配の綾かな，保~i毘l土勾配の急:な指数lHI~0í~ をなしているように忠われる・

とのととをJJJl.if命的lこ椛むるためには-:j(のようにすればよい.QPち Ncwtonの法則を去す式

θ=Oa-hl 0) 

i乙於て雨挫の主J教をとり J{;?月U~敢に直せば

logJ=logθ。-0.43431ct (2) 

ととl己 logO，kはともに常敢なる故 (2)式は t，logθl乙闘する~弐式となる・ したがって時

間 (t)にきjして淑庭菜 Oの封数 (logJ)を開示すれば直線を得る.よって逆に第1，2表よ 1)t 

及びlog]をとりグラフに悶示して直線が符られたとしたら t，Oの函敢闘係、は (1)式により去

現され，指揮ulfl純であると考えてよい.

官!険各例につき按 l¥lillに時Hn 叩(4XPHfl平三甲

(t. min.)を，縦iii，!t(こ外界と物館

とのilul度差。oC(去'lti[)賀iWJ値

+40oC)の釘3訟をとり開示する

とj度， [U， niiii読とも一様にほぼ

u'i.ff0iU伏に配列する・イ旦し脳iiliU乙

於いては結氷結l乙近づくにつれ

偏差が大きくなる・(!:t~ 3， 4闘

参照.似しグラフはとi立す数方firr
紙を使用し exp.~No‘ 1 ?えび、eXl).

1∞ 
exp. No.S 第四凶

、o
co 

50!-

1/0 40 

30 30 

20 20! 

10 
3ρ Gr γo、 120 .~.míl平 11可 .，0 iiQ 90 120 t. m同 lSq



122 多 rn典王立 村形友治

]¥0. [)の二つのみを示した.)

jスーI二lこより)度JJ安ilfil.， lliiiliL， JJ話協はや'J.tしも結氷結附近起はそのi脱皮は時12!の指数回数であわ

したがってとの場合に於いても，とれら冷却曲線は Ncwtonの法則と同様に

。二=θoe-kL

なる式lこよれ表現できると考えてよい.との場合，常数んはその偶蹄の測定部位の表面，211 

ちlJ~熱聞の'l"1'l'f及び組織の比熱，熱侍導率によってvとる f宣教である.また冷却速度は上式より

dθ 
一一=--lct
dt 

となる故 hは次のようた意味をも有する.部ち外界と物膿との溜度裳 10Cなる時，物踏の毎

分の温度降下の度合を表わす.自[1ち単位は OC.mIll-lであり冷却:iili皮恒教ともいう.

今，賢験各例の倒々の曲線を比較するに常ってとの出総の勾自己は言葉を代えて言うなら，そ

の冷却辺iEをはとの粧を~lc の大ノj、によって決る. したがって側々の曲線を数中:的l亡比較するには

との lvIIl'i:を計担任凶史するとよい.

lv !ま曲線の任意の~，!tÎ!ζ於いてその曲線に切忠良を引き，時間]軌との切おii角ヂの正切 tauヂより

求めるととができるが，との方法は不精確さを兎かれぬので;;J(のようにして求める.本部 (55

4)の最初に越ぺた (2)式を鑓形して

日 3034向 θ。一刷

とtしより hを求める・

2í~ 3， 4， 5去はとのように計算によって求めたhのfu立を比I段l乙使なるように腹， lli，脳波の

三つに分類し，且つ大いさの11民民事げたものである.

イ旦し曲線上の 1 貼のみより h を ~'r~~(すると誤差が大きいので， 30'， 60'， 90'， 120'， 150'， 180' 

(脳温は 20'，40'， 60'， 80う100りの 6知でhを3}とめ，去にはその千均値を悲げた.表rftl'はと

の確率誤差である.今説会主理論の教える様i己主1'-均航を比較する!こ73って(二つの平均値を 1n"
η11+m~ 

間とし，その公~r.誤誌を γ1， 1'Zとする時);j言芋克一>3なる時のみ Sigllifi'ρantなるものとして

務 3表肢 ih!1 

I22i 性 | 色 ;呼kg: k刊 min.-1J 7 1L氾品令式?のイ立岳

[川Jl%lffF
ア

|コ-引一一- 1一一一一内 25， 1.80 x 10-3， 0，0551 )( 10刊肝腕総-F

¥E正巳:日二ヨ二三日干-Y竺EEL--
IlH|白 2.3¥ …(00323x土37-lJ4-lbio-S 7ihlo-ーのド{i
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第 4表 I江 ia

I I147トイ三二主主i
11I同7|裕一一一一百円 一一五両|

」斗斗二」内 2.31 1.53 x 10-3i-ーととこ1

[審議|性 l色 際設 (kg)
k(OC. min. -1) f 

I |♀!内 2.31 5.38 x 10-3
1 

0.0784 X 10-3 

3 合 l 十ぬ 2.4! 4.91 X 10-3 

5 8 約 2.7 4.86x 10-3 

1I 
6 合 争ぬ 2.6i 4.86 X 10-3 

i一一一「一4 早初 0.1320 X 10-3 

111 I 2 I o I白| 4・04X10-3
1

0.0402x 10司君

個々のんを比較するととにする.

り ます京腹n出置について考える.
jえ初大憾の議泡!では兎税金憶を一つの車u立として見倣し，兎般の総合上七熱が郁i慨により大設

なく一定と考える時は， f践活:の大きいものほど鵡存去が大きいからその冷却速度がiT:Thくなり，

したがって冷却越境しj立教hのfll'(が小さくなるだろうと考えた.ととろが宮殿の結果，との去に

よると時抗と L との 11日にはとんなw:接の相闘が認められないで，むしろ ~~ritt釘接合唱liの位置，

印ち測定都{なにより冷却速度が異なると5与えた方がより直しいようである.印ち賢験の誤荒の

範iむを越えてi珂らかに比較して意義あるのは 10医院lU下，肝臓綾)， n (腸蹄係 SC'hiin伊)，

III (胃，肝臓部〕の三つの場合で、あるが， この 3;i~:p1ï!:に於ける k の1・fl'Jli 1土1mらかに測定部fな

により冷却j法度が見な 1)，J度 iJ~~I^.!:!誌に:'J!1UほどQllち問， )Jflli識のような高浪臓器の郊{立に於いて

冷却速度もっとも沼く， }ID:~;~!こ近L ‘ほど自Ilち友ず1:性になるほど冷却が早く:illiむものと 5与えると

説明がっしもっとも今のJ持ih兎時よりのJr.:z.::協は探設によるものは11照明し得るにしても(生

時l亡於いても屯に於いて{土謀議によるた熱は大した役割を持っていない.況んや -40
0Cのよ

うな低外気温に於いては物現的茶設は玲ど行われぬものとみてよい〉民協安控との熱の軒射に
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よる郊の放散，足踏を[会!携する2さ試の釘流による喪熱及び回克己主を介してNi導による欠熱とと

の三つの機!j!与により行われるわけであれとのととを考慮に入れ兎慌の冷却を;考えれば，体導

にあすコかる接{脳部或はJf1iifr:， 4i&i J~ ，r. に間関する表問のìTI沌!;とか或はその性質，郎ち殻毛のJl~況，

毛色，皮下脂肪の沈若:のIit合または筋内組織の後rrの躍度，また内部設背組織の朕況といった
ような熱体導率乃至は外見への熱惇述を左右する要素が弁11m慨により殴慌には異なっているは

すコであれとれが兎骨量!fi.l々 のiJJ合の:iill皮tIT!J&kの植を決定ずる保件でもあるが， しかしとれら

の要素によ予影響は11f.1臨により Ji=.位大きな和世はなく，各都i般につき殆ど等しく同一で、あると

5与えてもよかるべく，去，1.1 に見られる k の1Ï11の~:日症は結局，その組成均:Z1 1;;..物踏を物理的l乙冷

却する時その友商ほどlf.くi令1;[1が:進むと同じように，測定部位そのものの時去よりのj栄子遣によ

り決ると推論して誤りないであろう.

ii) :j(に古i1filの場・合l乙移る.

No.5とNo.4及び、No.6とNo.21土誤差範囲内にあって比較にならない.誤差を考措Clz::入れ

て分けると去のように 1，II， III， IVの[瓜つとなる.とれら四つの場合の kの位の相注は偶然

では起り符ないととで，それには何か意味がなければならない.去よりlUtζ筑付くととはkと

骨霊J1i:とが逆の関係にあるととである.Q[lち，時主の大きいものほど冷却が早いととになる.と

のととは弐のように説明されないだろうか. QPちとの測定は各例とも?;?に同一「アルコ~}vJ 

寒暖計をfIj¥ρ，常に同じ長さ (8cm)だけ紅門内広告11入測定した. したがって位置のえきいも

のほど也腸部の長さが長いとすれば， -*fl主計の「アルコ{ル」沼町iのlJI腸内iこ於ける相封的位

置は賂:m:の大なる場合ほ2夜在'i:'!:で間去に近くなる‘ i)I乙於いて越ぺたと同じように鰭去に近

いほど冷却が早いと考えれば速度'l:B.:設はむ!場部iζ於いては間主の大きいJ易合ほ左大きた艇を示

ナはやである.

iii) 脆 j毘

誤差範閣を考ほlこ入れるfI寺比n交し得る限界は去に示すように 1，H， IIIの三つの場合である

が，との三つの場合lこ於ける hの1i!なの相在は，との去からだけでは説明がつかない. との資験

とは別iこ後の機舎にDJ1泣院内の服組織の民主を ~hWJ してみたが，それによると服組織の究全と

その111il1躍の純血:とは必やしも千行関係にあるものではないようであるから，或は臓組織の質量

の;ji.¥f主lとより， QjJ ち各都i骨造 lと於いてJJ~;組織の熱容量:の;Jn 遣によってその冷却jの税皮が異なる

のかも知れない・とのl祭，頭部以外の器管組織よりの郊の移動は考えなくてよい・何伎なら動

物の組織の;格i半導率は;極めて小さしために脳組織はそれのみに於いて他の隣接身髄各部器
G) 

管，組織とは殆ど槻係なく，局部的lζ冷1:11して行くと考えられるからである.また Balakire，y

(1929)によれば， J路組織の上はおは動物同一種族i亡於いてもその年l&fii，性等によりかなりの倒臓

器があると言われる故iむとの官験例i亡於いても各11，)1殺の脳組織の比熱の相在のためとのよう

な冷却速度恒数の1f11の;J:r:Ji'.主を示すのかも知れない.またとの賀験iこ於いては出i1i.IMUtiM定部位iζ

iil4却と熱電封そのものを介しτ外界より冷却が謹むのを挫けるために，一旦熱君主釘を設定され
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た測定部位より sClll [おった自liJ: T皮下をくぐらして後，皮下に於いて測定部{問題点町長にqiJ]入

ずる方訟をとっているj'むとのような1'f'<i'Jc:l:i々 の術的設主がみ例に於いて異なった程度にきい

ているからかも知れない.何れにせよとれらの要国の総合されたものがhのfi!Iの決定にあやか

っているものであろろ. 。C
361-一一一一}一一一:

O 

(t: )j~ ~孟
b:品温
C: shii i且

(-40ちの空気中)

A 

B 

iv) 北に腹出i臨む腸波及び脱出の三

つの場合を公開として組、命的に比較する

と，大躍に於いて肝臓，胃のような熱存去

の大きい高温臓器に近いj医院?郊の冷却:lili皮

'ITI数の1111がもっとも小さく，次いで也腸部

で，踏組織のそれがもっとも大きい.とれ

は腹腔*には肝ノ胃のような高温臓器が存

在するととの他に，なゐその股授の結五!:が

熱放散を防ぐに越するようになっている，

部ち皮下i亡熟侍導率の悪い脂肪の沈著が比

較的厚い. しかるに間部氏於いては服組織

の外側は熱体導王手の:大きい応い'汗板であ

れその外側1"[於いては皮下lこ脂肪唐がな

いといった解剖事的措活上の和主主が考えら

れよう.
60 ‘120 180 t，押u'n，240c 

今，脳，む，腹話lの冷却様式をschcmutisch~亡図示すると立~ 5悶のよろに丘る.

v.結論

以上を総括すると，

1) 死亡I立後の兎f躍は大路NcwtOllの冷却法WJにしたがって冷却し，そのi自民は指数曲紘を

たして降下し結氷結に近づく.

2) 冷却は一般に憾表而lこ近いほど平ぃ.

3) 身館部位別lこ見れば頭部臨組織がもっとも尽く，弐いで直腸部，そして肝臓，持のよう

な熱幸子荒の大きい高説蹴器近くの腹腔部の冷却がもっともたそい.

格に I~~~JIみ，経始i.tP懇;Ó~ なる f司I指導í.tP校i現を!拐った思r:ijî 'Ì~村敦J完投び lこ御助言を厚うした陪rn

l向;理部門吉岡敬長1'[i萌)]空のJ感却をy4まげるとともに;常に熱波たj.t!J按1!JJf.tfH髄捲をいただいた根:1¥:，

吉本雨助教授に深謝設します.
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n. e，s II 111 e 

。Thesccxpcrimcllts wcrc lI11dertakcn to compare t11c cooling pl・ocessot' dead hody with 

that of living hody. Immediately Mter the artifical' ab1'npt dcath of the rabbit (by 

intravenous injcctioll of air)， dcad hocly was hrought into cold 1'oom (-4000). Boc1y 
temperatu!でs(ccrehral， ahdolllinai aud rcctal) werc measlll'cd hy two thcl'mocouples anrl 
an alcohol thcrmomctcl'. Reωs凱剖ultおsoh吋tain巴dw  巴er‘e日s f，合ol川11いm羽，V喝s

1り) Body t白巴mpe引r乱叫atu町1汀γE印s(必1いecι冶'linc吋d cxponen此凶t“][以.l1y，according appl'oximate1y to Ncwton's 
cooling law. 

2) Oonstant of cooling rate revealed thehighest value in sllperficial organ (cerehrum) 

and thc lowest ill abdomcn. 


